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幸せな人に共通する４つの因子 

 
校 長 馬場 重弘  

 

インフルエンザも少し落ち着きを見せ、学校全体の罹患児童数は減少してきました。今年度もあと一月

足らずで終わりです。各学級では、今年度の学習や生活のまとめに向けて日々取り組みが進められていま

す。また、卒業おめでとう集会が実施され、その後、卒業式に向けた練習も始まってきます。年度末らしい

忙しさになってきました。 

 

さて、年度末であるからこそ、今のこの時を大切にするとともに、次の年への期待を持って生活してほ

しい、そして、一人一人が幸せな日々を過ごしてほしいと思います。ここで「幸せな人に共通する４つの

因子」というものを紹介します。これは人の幸福に影響する２９項目８７個の質問を１５００人にアンケ

ート調査し、因子分析した結果、明らかになったもので、わかりやすく次のように示されています。 

①やってみよう因子・・・やりがいを持って物事に取り組んだり、夢や目標に挑戦したりする姿勢で、

自己実現や成長に向かって主体的に行動する人は、幸福度が高くなります。 

②ありがとう因子・・・人間関係が豊かなことや感謝の気持ちが大きいことで、「人の役に立ちたい」

「社会に貢献したい」という利他の精神も幸福度を高めます。 

③なんとかなる因子・・・困難な状況でも前向きな姿勢が持てることで、失敗しても、行き詰っても楽

観的に捉えられる人は、幸福度が高いです。 

④ありのままに因子・・・他人と比べず、自分らしく生きることで、自分の良さや価値観を大切にして、

好きなことを追い求めていけば幸福度が高まります。 

 

 この因子に当てはめて考えると、 

①くよくよと考えるのではなく、まずは「やってみよう」と心に決めること。 

②取り組みを進めていく中で、協力いただいた方や励ましてくれた人などに積極的に感謝を伝えていき、

生活を「ありがとう」に満ちたものにしていくこと。 

③行動に移す時には、「失敗したらどうしよう」などと考えがちですが、「なんとかなるさ」と逞しさを

持った楽観主義で行うこと。 

④人と比べることなく、自分らしく「ありのままに」堂々と取り組むこと。 

などが、幸せな人になるために大切なのだと考えます。 

 

 年度のまとめと次年度につながるこの大切な３月。「やってみよう」「ありがとう」「なんとかなるさ」「あ

りのままに」を合言葉に幸福感の高い月にしていきたいと考えます。 

 今月もどうぞよろしくお願いします。 

 

引用：武蔵野大学ウエルビーイング学部長、教授  

前野隆司「どんなことでも好転させる四つのヒント」 PHP２０２６年２月号 
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日 曜 行 事 予 定 

１ 日  

２ 月  

３ 火 全校集会 卒業おめでとう集会 

委員会活動（最終） 

４ 水 6 年おはなしたからばこお楽しみ会 

5 木 縦割り班活動 

６ 金  

７ 土  

８ 日  

９ 月 通学班仮編成 一斉下校 

10 火 表彰集会 クラブ活動（最終） 

11 水 ＰＴＡ役員会 

12 木 5 時間授業  

13 金 5 時間授業  

大掃除週間（～２１日まで） 

14 土  

15 日  

16 月 1～2 年４時間授業 卒業式予行 

3～6 年５時間授業  

SC 来校（１９日から変更） 

17 火 1～2 年４時間授業 

3～6 年５時間授業 

18 水 1～６年３時間授業  

給食最終日 門出の会 

19 木 
卒業証書授与式 

1～4 年臨時休業日 ふれあいデー 

20 金 春分の日 

21 土  

22 日  

23 月 3 時間授業 6 年臨時休業 

24 火 3 時間授業 6 年臨時休業 

修了式 

25 水  

26 木  

27 金  

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

３ 

月 

生活目標  一年のふりかえりをしよう 

保健目標  一年間の健康生活をふり返ろう 
 

 

 助産師さんを講師に迎え、命の誕 

生や思春期の身体の成長について学 

びました。併せて、自分の心や体を 

大切にするのと同様に、相手の心や 

体も大切にする必要性についても丁 

寧にお話していただきました。「一人 

一人がかけがえのない命である」と 

の思いを心に刻みつつ、多くのこと 

を考えた貴重な学習となりました。 

 

 

３月の行事予定 

 

 
 「減災とは何だろう。」吉川市の危機 

管理課の方にご来校いただき、一から分 

かりやすく教えてもらいました。吉川市 

の地図を活用して、混んでいる道路や水 

害時に危険な箇所について把握した後、 

自分の身を守るためにどういった行動を 

取るとよいか真剣に考えました。新たな 

視点で自分たちの住む街を捉え直すこと 

ができてよかったです。 

 

 

 社会科で「吉川市の移り変わり」 

を学んでいる３年生が、昔の暮らし 

の中で使っていた道具を見学するた 

め、郷土資料館に行きました。珍し 

い展示物の数々に子供たちは興味津 

々な様子でした。実際に大きな杵を 

持って餅つきの真似をしましたが、 

その重さに驚くとともに、昔の人の 

苦労に気付くことができました。 

 

 

  総合的な学習の時間で福祉について学 

んでいる４年生が、「おじいちゃん・おば 

あちゃん世代の方と交流してみたい！」 

との願いを実現することができました。 

グランドゴルフの達人１１名にご来校い 

ただき、上達のコツを一緒にコースを回 

りながら教えていただきました。終了の 

合図があると、「もっとやりたい。」の声 

があちこちで上がりました。スポーツを 

通した楽しい交流にご協力いただきまし 

てありがとうございました。 

 ６年生を対象とした薬物乱用防止 

教室のため、県警あおぞらの方をお 

招きしました。市販の薬でも用法・ 

用量を守らないと薬物乱用に繋がる 

こと、ましてや違法薬物には絶対に 

手を出してはいけないこと等、豊富 

な資料を基に説明していただきまし 

た。「知る」ことの大切さを改めて 

実感した学習でした。 

 

 

 
 特別支援学級さくら・こすもすと１年 

生とで交流会を行いました。さくら・こ 

すもすの児童が心を込めて作ったアクア 

ビーズの作品を店頭に並べ、お店屋さん 

ごっこの形式で交流しました。作品を手 

にした１年生は「上手だね。」「大切にす 

る！」と目をキラキラさせ 

ていました。その様子を見 

たさくら・こすもすの子供 

たちの表情がとても生き生 

きしていて素敵でした。 

 

 

 

 

 

 

学年末休業日     3.2５～3.31 

春季休業日      4.1～4.7 

令和８年度始業式 4.8 

 

暴力行為を動画に撮り、ＳＮＳ等で拡散する事案が起き

ていることを受け、本校ではＳＮＳ等に暴力行為・いじめ

の動画とともに個人情報や学校名等が投稿・拡散された場

合には、警察等と連携して児童の安心・安全な学習環境を

確保して参ります。また、引き続き日々の児童との対話や

「心音」、毎月のなかよしアンケート等の取組により、い

じめの未然防止、積極的な認知と解消、様々な教育活動を

通した心の育成、関係機関と連携して安心・安全な教育環

境の確保に努めて参ります。 

 

  
 


